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第５４期  事 業 報 告 書 

 

概 況 

２０１９年度の世界経済は、前半と後半で様相を大きく転じた。年度前半は米中関係の

摩擦の激化や中国、欧州経済の減速、英国の EU 離脱などの不安定な要素はありながら

も、全体としては緩やかな回復が継続していた。しかし、年度後半は、前半にもみられ

た不安定要因に加え、中国を発生源とする「新型コロナウイルス」の世界的な深刻な蔓

延により、各国の経済は大幅に後退した。 

一方、日本経済については、年度前半までは製造業を中心に弱含みに推移しながらも

全体としては、堅調な成長を継続していたが、年度後半は、相次いだ自然災害や１０月

の消費税引上げにより、個人消費や輸出を中心に景気は大きく減速した。さらに、中国

を発生源とする「新型コロナウイルス」の感染拡大が、その落ち込みに拍車をかけるこ

とになった。 

 

このような中、２０１９年度の国内の登録車及び軽自動車の新車の総販売台数は、前年

度比４．２％減の５,０３８，７２７台となり、前年度からマイナスとなったが４年度連続で  

５００万台を超えた。このうち、登録車は３，１８２，７６０台、同４．６％減、軽自動車は    

１，８５５，９６７台、同３．５％減と共に前年度割れとなった。 

一方、２０１９年度の中古車市場は、登録車が前年度比０．９％減の３，８０７，８３０台、  

また、軽自動車は同０．３％増の３，１２１，３８４台と微増となり、３年連続で３００万台を超

えた。 

 

このような状況の下、当協会としては、自動車販売業界における中古車部門の重要性

が高まる中、消費者に信頼される中古車査定制度の普及・浸透を主目的に諸事業を展開

した。 

販売店で利用されている中古自動車査定基準については、環境の変化に対応し適宜見

直しを行っている。その結果について、全国各支所での研修会、講習会といった機会を

活用し、周知徹底に努めているところである。 

査定制度の充実、普及のためには、販売店における中古自動車査定士の資格取得者の

増加を図ることが重要であることから、毎年２回の中古自動車査定士技能検定試験を実

施している。２０１９年度についても、６月、１２月に実施したが、申請者は１２，４２１名、前

年比７．７％下回った。最近における自動車販売店の統廃合や社員の減少という環境もあ

るが登録査定士は２０２０年３月末現在１３４，３３８名となり、前年と比べ１，０１８名減少し

た。 
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販売店、信託会社等からの依頼により当協会職員が行う査定については、３７,１２０台

で前年比９８．９％とほぼ横ばいとなった。また、消費者・ユーザーから依頼され、修復

歴の有無について確認する車両状態確認証明事業は、４，１７６台で前年比７３．０％と減少

した。 

オークション出品車両の事前検査事業の検査台数は４５，９８８台と前年同期比８０．６％

と減少した。 

また、商品中古車の確認証明申請台数は１６８,６６８台、前年比９６．７％と減少した。 

中古車輸出検査事業については、スリランカ、モーリシャス、バングラデシュなどを

中心に、８,９１５台と前年比５５．９％となった。当事業は、仕向け国内の政治的事由に大

きく影響を受け輸出台数が極端に増減を繰り返していることもあり、今後対応の難しさ

が更に増すものと思われる。 

このような中、協会の主要業務に成長した車両状態証明事業（V-CON）についても、

検査台数が１２３，２８２台と前年比１０２．４％と増加した。 

カーチェックシートの Web 版システム「カーチェックス」については、６メーカーで

基幹システムに連動する構築をしており、更なる利便性のため、改修を随時行っている。 

また、オートオークション検索サイト「e-JAN」の拡販の為、新規ＡＡ会場の獲得、

利用者の利便性の為に新機能追加等を図った。 

当協会が発行する中古車に関連する参考書としての査定ガイド、価格情報誌であるイ

エローブック、シルバーブック等の各種ガイドブックは、自動車販売関連企業の統廃合、

社員の減少、経費の節減等から販売環境は厳しく、販売部数は減少しているが、参考資

料として引き続き高い評価を得ている。世の中が紙媒体から電子媒体へ移行するなか、

当協会の電子メディア「JAAI-Net」を通じて我が国で販売されている全ての自動車に関

する型式・装備内容等の情報を提供しているが、２０１９年においても、迅速な情報の提

供と内容の充実を図るとともに利用者の利便性も図っている。 

２０１９年度の当協会事業については、各種事業を積極的に推進し、事業の合理化、経費

の節減等に努めたところであるが、厳しい経済環境等もあり、非収益事業は黒字、収益

事業は赤字、全体としては黒字の決算となった。 
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主 要 事 業 内 容 

 

１．査定制度の普及、定着を目指す事業の推進 

(1) 中古自動車査定士技能検定試験の年２回実施 

自動車市場の成熟化とともに自動車業界における査定制度の重要性がますます高

まる中、当協会では技能検定試験受験申請者の受験機会拡大の観点から、１９９６年

度以降毎年、技能検定試験を２回実施し、申請者の利便性向上に努めてきた。 

２０１９年度においても６月に前期、１２月に後期と年２回の技能検定試験を実施

し、査定制度普及に努めた。 

前期並びに後期の技能検定結果は、下表の通りであった。 

 小型 大型 
合計 前年 対前年比 

前期 後期 計 前期のみ 

申請者数 5,174 名 7,092 名 12,266 名 155 名 12,421 名 13,458 名  92.3％ 

(内学生) ( 1,790) ( 1,432) ( 3,222) (―) ( 3,222) ( 3,621) 89.0 

受験者数  4,860  6,763 11,623 148 11,771 12,781 92.1 

(内学生) ( 1,643) ( 1,380) ( 3,023) (―) ( 3,023) ( 3,425) 88.3 

合格者数  3,832  4,828  8,660 143  8,803 10,132 86.9 

(内学生) ( 1,209) (   918) ( 2,127) (―) ( 2,127) ( 2,560) 83.1 

合格率 78.8％ 71.4％ 74.5％ 96.6％ ― ― ― 

 

２０１９年度の受験申請者総数は１２，４２１名となり、前年の１３，４５８名を１，０３７名

(７．７％)下回った。 

技能検定申請者推移
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小型車の通年合格率は７４．５％となり、昨年の７９．０％を４．５％下回る結果となっ

た。２０２０年３月末現在の登録査定士は１３５，３５６名で前年度から２６２名増加した。

また、査定業務実施店数は７，８４３社で前年度から５社減少した。 

 

(2) 中古車市場に対応した査定基準の見直し及び円滑な定着・促進 

小型車加減点基準では、修復歴の「みなし修理費」及び減価式による減価値と走

行キロ加減点の加減率について外部機関を通じて検証を行った。また、大型車加減

点基準について、加減点の全面見直しを行い、変更案を全国査定長会議にて発表し

た。 

 

(3) 適正査定のための査定士に対する研修および講習の充実 

中古自動車査定士証の有効期間は３年と定められており、査定士証更新のための

研修受講は登録を維持する条件となっている。この義務付け研修会は、２０１９年度

は全国各支所で４４８回実施され、３０，３５７名が受講した。この中には実車を用いて

の研修会が１０２回含まれており、１，１９６名が受講した。 

また、「修復歴の判断基準」の教材を使用して査定士証更新時の技能向上研修と併

せて｢特別講習｣として積極的に研修した。 

義務付け研修会以外に各支所単位では、支所が主催する研修会や販売店からの依

頼による任意研修会を実施しており、その回数及び受講者は８４９回、１０，１８０名と

なっている。最近では事故車（修復歴車）の見分け方のニーズが増加しているが、

基本的な「車両の点検手順」あるいは「車両状態の表記方法」についての研修を要

望したところもあるなど、実車を用いた研修が８４９回中８２１回と実車中心となっ

ている。 

 

(4) 業界が実施する中古自動車査定士技能コンテスト等への積極的協力 

本田技研工業(株)では全国査定士コンテストを毎年実施しており、当協会では予

選段階からこれに積極的に協力した。都道府県レベルの予選会及び地区大会、並び

に全国大会においても、学科試験問題の作成、正解作成、採点等において協力を行

なった。 

また、スズキ(株)では今年度も代理店社員の査定技術向上の一環として、机上査

定試験が行われ、全国で代理店８４社、５，５６９名が受験した。当協会では、机上査

定問題の作成及び採点でスズキ(株)に協力した。更にスズキ(株)では修復歴と外板

の状態を正しく判断できる営業担当者にスズキ独自の査定士資格を付与するため、

「スズキ認定査定士技能検定」を実施していることから、当協会では受験者の教育、
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試験車両の事前査定及び試験での協力を行った。 

また、日産自動車(株)からは、社員である日産検査員が発行した「品質評価書」

の監査業務を請け負い、日産品質評価制度の信頼性向上に貢献した。 

 

(5) 一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会への研修協力 

２０１１年度より一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会では会員の知識・技

能の向上の一環として「中古自動車販売士制度」を実施しており、その教育の中で

当協会に修復歴車を含めた車両品質評価の研修依頼があり、２０１９年度においては、

全国で４１７名に研修を行った。 

 

(6) 査定士のための各種研修用教材の開発 

非登録の査定士が復活する際に利用する e ラーニング教材「査定士技能向上研修

用ノート No.１５」を作成し、２０１９年９月より運用を開始した。また、ASV（先進

安全自動車）をテーマとした冊子を作成し、２０２０年４月１日より支所を通じて販

売店に配布した。 

 

(7) 一般消費者への査定制度ＰＲ 

当協会の業務内容については、ホームページの充実を図り広報する他、一般消費

者に広く査定協会を広報するためＰＲに努めた。 

 

 

２．中古車関連情報の適切迅速な提供 

(1) 中古車価格情報内容の充実 

２０１９年度は中古車市場の変動が激しく、市場の変動が読み難い複雑な価格の動

きとなった。こうした市場実態の把握が難しい局面が続いている状況の中、ガイド

ブック作成にあたり各メーカー及び販売会社と情報交換を行い更に「中古車販売実

績」「市場実態調査」「オークション情報」等幅広い情報を積極的に取り入れ、掲載

価格が市場実勢と乖離することがないよう努め、マーケットの状況を迅速にガイド

ブックの価格設定に反映した。 

 

(2) 中古車ガイドブック発行方法について 

販売店の統廃合、価格情報誌の増加やインターネットの普及などにより、当協会

が発行する中古車価格ガイドブックの販売部数の減少傾向が続いていることから、

今後も購読者の利便を更に向上させるよう JAAI-Net に「Web Silver」「Web Yellow」
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として掲載している。また、拡販策として中古車ガイドブック、「シルバーブック」

と「イエローブック」を新規査定業務実施店に３ヵ月間無償配布するとともにガイ

ドブックを幅広くＰＲするようシルバーブックの一部掲載内容を「デジタルブック」

として査定協会ホームページに掲載し閲覧できるようにしている。 

 

(3) カーチェック・シート Web 版の活用及び普及 

２０１１年８月に始動した査定総合支援システム「カーチェックス」だが、現在、

６メーカーがメーカー主導でほぼ全国の販社で導入し、基幹システム連動を果たし

ている。常に販社やメーカーの意見をシステムに反映しアップグレードを図ってお

り導入は増えている。 

また、「カーチェックス」を軸としたメーカーのシステム構築にも積極的に提案、

構築に協力している。 

今後も現場の意見を聞きながら使用者の利便性を向上させるために開発を続けて

いく。 

 

(4) 流通相場検索サイトについて 

２０１９年２月に「e-JAN」としてリニューアルオープンをしたオートオークショ

ンの実績と店頭小売価格の実績を掲載しているサイトも直実にユーザー数を伸ばし

ているが、利用者の利便性を高めるべく常に情報を収集しながら発展させている。 

 

(5) 査定参考文献について 

「２０１９年版の査定ガイド」 

各メーカーより新型車が相次ぎ発売されたが、車種やグレードを特定するために

型式指定番号と類別区分番号を手がかかりとした情報を纏めて、すべての車型を漏

れなく収載した。 

また、仕様・装備品等も年々増加しており情報内容が複雑化したことから購読者

の関心の高い装備品欄をより判り易く纏め、購読者の利便性の向上を図った。輸入

車についても国産車同様に情報内容の充実に努めた。 

 

(6) JAAI-Net にて提供する情報内容の充実及び利用会員増加対策の強化 

JAAI-Net による車種諸元情報・中古車価格情報の提供については、カーチェック

スの車両情報にも使用することから、内容の充実を図るため、車種データの精査を

行い、また装備品の種類を増やした。 

自動車メーカー、自動車関係団体、損害保険会社等に対して積極的に JAAI-Net



 

－8－ 

査 定 実 績 

 

 

の利用を呼びかけており、自動車メーカー、関係団体、損害保険会社等に各種情報

データを提供することができている。 

JAAI-Net 会員数は２０１９年度末で４０６企業、１，３０４ID であった。 

 

 

３．査定協会職員による査定及び検査業務の適正な実施 

(1) 査定業務の適正な実施 

２０１９年度の査定実績は、３７，１２０台となり、前年比９８．９％となった。 

依頼目的別の集計では、「下取車」は７１３台で前年比８０．２％、「買取」について

は２，９７５台で前年比１０９．８％であった。 

依頼先区分別に見ると、「販売店」からの査定依頼が１０，０４８台で前年比    

８４．３％、専業店は前年比１０１．１％、一般ユーザーは前年比１０７．６％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 車両状態証明事業（V-CON）の積極的な実施 

当協会では、２０１９年度５１支所で車両状態証明事業を実施し、検査台数では   

１２３，２８２台（対前年比１０２．４％）となり、２００８年度より累計で総検査台数が   

８０万台（８４７，４５０台）を突破した。 

また、認定検査員の育成では１０５名が合格し、累計合格者は１，５６７名となった。

台数 

 千 

2018年度 2019年度 
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認定検査員制度は販売店における検査の内製化を促進し、検査費用のコストダウン

と消費者からの中古自動車品質に対する信頼度向上の双方に貢献するため、今後も

積極的に実施する。 

 

(3) 中古車品質証明及び修復歴車判定業務の積極的な実施 

当協会では、中古自動車の価格評価以外に、中古車取引において重要なファクタ

ーである修復歴車(事故車、事故歴車)か否かの証明を求められることも多く、その

ようなケースでは「車両状態確認証明書」を発行して対応している。この「車両状

態確認証明書」による証明業務は、２００１年度から実施しているが、毎年一定の検

査依頼があり、社会のニーズにあった業務として確立されてきている。２０１９年度

においては、全国で４，１７６台（前年実績５，７１７台、前年比７３．０％）の依頼があっ

た。 

 

(4) 商品中古自動車確認証明業務の適正な実施 

１９８６年度から実施している当業務は、長引く金利水準の低迷と経営環境の厳し

い中、経費節減の観点から自動車販売事業者に浸透しており、２０１９年度は    

１６８，６６８台（前年１７４，４０２台、前年比９６．７％）の申請であった。 

なお、全国の自動車販売店に還付された商品中古自動車の自動車税減免金額は、

約１５億２千７百万円となっている。 

 

(5) オークション出品車両及び車両評価の適正な検査の実施 

当協会では、オークション会場等から出品車両あるいは展示車両の検査業務を依

頼されており、厳正な姿勢で検査を実施している。２０１９年度は、新車販売台数の

低迷の中ではあるが、４５，９８８台（前年比８０．６％）であった。 

 

(6) 中古車輸出事業の海外へのＰＲと信頼される中古車輸出検査の実施 

２０１９年度の輸出検査台数は８，９１５台（前年比５５．９％）であった。 

その内、スリランカの検査台数は５，４７１台（前年比５４．２％）、モーリシャスは 

３，３８１台（前年比５８．５％）となった。 
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４．その他 

(1) 協会内システムの充実 

協会版カーチェックスの操作性等について支所からの意見・要望等を収集しディ

ーラー版カーチェックスへフィードバックを行い、ディーラーへのシステムの定着

を今後も継続していく。また、査定証発行システム・経理システムとも連動し各支

所の利便性の向上・業務効率化を図った。 

また、各メーカー、各販社が行うコンテストにカーチェックスの「コンテストモ

ード」を利用して積極的に協力した。 

 

(2) 協会職員の人材教育（経理担当者研修、査定・検査職員研修等） 

① 査定長・検査長並びに担当者会議の開催 

２０２０年１月２２日、２３日の２日間に亘り全国査定長・検査長並びに担当者会議

を開催した。主たる内容は、各分科会からの活動報告及び、外部講師による「ハラ

スメント防止研修」を実施した。 

 

② 職員研修会の開催 

２０１９年１０月２９日、３０日の２日間に亘り全国査定職員研修会を開催した。 

主たる内容は、話し方教育センターより「講師力の向上を目的に受講意欲があが

る話し方、惹きつける話し方の獲得」、あいおいニッセイ同和損害調査㈱より「先進

 台数 

 千 

輸出検査実績 

 

2018 年度 2019 年度 
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安全自動車、最新ボディー構造」の研修を実施した。また、２日目は東京モーター

ショーの見学を実施した。 

 

③ 経理担当者研修会の開催 

適正、的確な経理処理を行うため２０２０年２月５日に集合研修を実施した。また、

より理解を深めるために２０１９年７月から１０月にかけブロック毎の研修会を実施

した。 

 

(3) 諸会議の効率的な開催 

諸会議の開催を効率的・効果的に進め経費及び時間の節減に努めた。 

 

(4) 業務の効率的な実施による諸経費の削減 

業務全般に亘って効率的な遂行を目指し、経費及び時間の節減に努めた。 

 

(5) 関係諸官庁並びに自動車関係団体との緊密な連携と情報交換の実施 

関係諸官庁並びに関係団体との連携を密にして、指導と協力を仰ぎ、情報の交換、

資料の収集、社会経済情勢の把握に努め、事業の円滑な推進を図った。 

 

(6) 個人情報保護法等法令順守ヘの取組み 

２００５年より当協会は個人情報保護法に対応するため、「基本方針」、「保護規程」、

「情報セキュリティ実施要領」を定めているが、これまで以上に査定士技能検定試

験、査定士管理、個別査定等の業務ごとに個人情報を尊重して厳正に業務に取り組

むよう徹底に努めている。 

今年度も一般財団法人全日本情報学習振興会が主催する個人情報保護士認定試験

を希望者が受験し２名が合格した。在籍取得者数は本部・支所含め２８名となった。 
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第５４期に開催した主な会議、講習会等 

 

 

Ａ．理事会 

   第１７５回理事会（２０１９年６月５日）              於「東海大学校友会館」 

    議 題 

    （1）平成３０年度（第５３期）事業報告書（案）について 

    （2）平成３０年度（第５３期）計算書類等（案）について 

    （3）事業報告書（案）・計算書類等（案）について監事からの監査報告 

    （4）第１４２回評議員会の開催日時について 

    （5）理事会議長の順位決めについて 

    （6）理事交代に伴う後任理事の推薦について 

    （7）第１７６回臨時理事会の開催日時について 

 

   第１７６回理事会（２０１９年６月２５日）             於「東海大学校友会館」 

    議 題 

    （1）代表理事・理事等の選定について 

    （2）その他 

 

   第１７７回理事会（新型コロナウイルスの感染拡大を受け開催中止による書面での実施） 

    議 題 

    （1）２０２０(令和２)年度(第５５期）事業計画書(案）の承認について 

    （2）２０２０(令和２)年度(第５５期）収支予算書（案）の承認について 

    （3）第１７８回理事会の開催日程(案）について 

    （4）第１４３回評議員会の開催日程(案）について 

    （5）第１７９回理事会の開催日程(案）について 

    （6）その他 

 

Ｂ．評議員会 

   第１４２回評議員会（２０１９年６月２５日）           於「東海大学校友会館」 

    議 題 

    （1）平成３０年度(第５３期）事業報告書について 

    （2）平成３０年度(第５３期）計算書類等(案）について 

    （3）事業報告書・計算書類等(案）について監事からの監査報告 
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    （4）理事の承認等について 

    （5）評議員の交代に伴う後任評議員の選任について 

    （6）その他 

 

Ｃ．技能検定専門委員会 

   第１３８回技能検定専門委員会（２０１９年５月１６日）   於「メルパルク東京」 

    議 題 

    （1）第６７回中古自動車査定士技能検定の試験問題について 

    （2）その他 

 

   第１３９回技能検定専門委員会（２０１９年７月１２日）   於「メルパルク東京」 

    議 題 

    （1）第６７回中古自動車査定士技能検定試験の合否について 

    （2）その他 

 

   第１４０回技能検定専門委員会（２０１９年１１月５日）   於「メルパルク東京」 

    議 題 

    （1）第６８回中古自動車査定士技能検定の試験問題について 

    （2）その他 

 

   第１４１回技能検定専門委員会（２０２０年１月１４日）   於「メルパルク東京」 

    議 題 

    （1）第６８回中古自動車査定士技能検定試験の合否について 

    （2）その他 

 

Ｄ．査定基準価格専門委員会 

   第６００回 ２０１９年 ４月１９日  於「東郷記念館」 

   第６０１回 ２０１９年 ５月１７日  於「東郷記念館」 

   第６０２回 ２０１９年 ６月１４日  於「東郷記念館」 

   第６０３回 ２０１９年 ７月１９日  於「東郷記念館」 

   第６０４回 ２０１９年 ９月２０日  於「東郷記念館」 

   第６０５回 ２０１９年１０月１８日  於「東郷記念館」 

   第６０６回 ２０１９年１１月１５日  於「東郷記念館」 

   第６０７回 ２０１９年１２月２０日  於「東郷記念館」 
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   第６０８回 ２０２０年 １月１７日  於「東郷記念館」 

   第６０９回 ２０２０年 ２月１４日  於「東郷記念館」 

 

Ｅ．輸出検査特別委員会 

   ２０１９年１１月２９日        於「品川プリンスホテル」 

   ２０２０年 ２月２０日        於「本部会議室」 

 

Ｆ．査定士技能検定試験 

   第６７回 ２０１９年 ６月１６日 小型  受験者数  ４，８６０名 

        ２０１９年 ６月１９日 大型  受験者数    １４８名 

   第６８回 ２０１９年１２月１１日 小型  受験者数  ６，７６３名 

 

Ｇ．全国支所長会議 

   ２０１９年６月６日 於「東海大学校友会館」 

   議 題 

   （1）平成３０年度(第５３期）事業報告について 

   （2）平成３０年度(第５３期）計算書類等（案）について 

   （3）その他 

 

   ２０２０年２月２０日 於「東海大学校友会館」 

   議 題 

   （1）２０２０(令和２)年度 事業計画(案）について 

   （2）２０２０(令和２)年度 予算の考え方について 

   （3）その他 

 

Ｈ．運営企画委員会 

   第２８１回運営企画委員会（２０１９年６月５日） 於「東海大学校友会館」 

   議 題 

   （1）平成３０年度(第５３期）事業報告書（案）について 

   （2）平成３０年度(第５３期）計算書類等（案）について 

   （3）２０２０年度中古自動車査定士技能検定試験実施日程について 

   （4）その他 
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   第２８２回運営企画委員会（２０１９年１１月２９日） 於「品川プリンスホテル」 

   議 題 

   （1）最近の状況について 

   （2）２０２０(令和２)年度（第５５期）事業計画及び予算編成の考え方（案）について 

   （3）各分科会の審議状況・予定について 

   （4）その他 

 

   第２８３回運営企画委員会（新型コロナウイルスの感染拡大を受け開催中止による 

書面での実施） 

   議 題 

   （1）２０２０(令和２)年度 収支予算書(案）について 

   （2）２０１９(令和元)年度 各分科会の活動報告について 

   （3）２０２０(令和２)年度 各分科会の進め方について 

   （4）その他 

 

Ｉ．全国査定長・検査長並びに担当者会議 

   ２０２０年１月２２日～２３日          於「東京グランドホテル」 

    １日目          出席者７２名 

    ２日目          出席者７０名 

 

   議 題 

   （1）各分科会からの報告 

   （2）ハラスメント防止研修 

   （3）その他 

 

Ｊ．運営企画部会 

   ２０１９年 ６月 ５日           於「東海大学校友会館」 

   ２０１９年１１月２９日           於「品川プリンスホテル」 

   ２０２０年 ３月            （新型コロナウイルスの感染拡大を 

受け開催中止による書面での実施） 

 

Ｋ．査定実務分科会 

   ２０１９年 ４月１０日～１１日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ６月２６日～２７日 （第２回） 於「本部会議室」 
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   ２０１９年 ７月２３日～２４日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ９月 ９日～１１日 （第４回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１０月２４日～２５日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１２月１７日～１８日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２０年 １月 ９日～１０日 （第７回） 於「本部会議室」 

 

Ｌ．教材分科会 

   ２０１９年 ５月２８日～２９日 （第１回） 於「本部会議室/日立」 

   ２０１９年 ６月２４日～２５日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ７月１６日～１７日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ９月１７日～１８日 （第４回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１１月１１日～１２日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０２０年 １月１５日～１６日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２０年 ２月１８日～１９日 （第７回） 於「本部会議室」 

 

Ｍ．査定基準価格分科会 

   ２０１９年 ４月 ２日～ ３日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ６月 ３日～ ４日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ７月 ２日～ ３日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ８月 １日～ ２日 （第４回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ９月 ３日～ ４日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１０月 １日～ ２日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１０月３１日～１１月１日 （第７回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１１月２８日～２９日 （第８回） 於「本部会議室」 

   ２０２０年 ２月 ４日～ ５日 （第９回） 於「本部会議室」 

 

Ｎ．輸出検査実務分科会 

   ２０２０年 ２月１２日 （第１回） 於「本部会議室」 

 

Ｏ．Ｖ－ＣＯＮ推進分科会 

   ２０１９年 ４月 ８日～ ９日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ７月３０日～３１日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ８月２６日～２７日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１０月 ８日～ ９日 （第４回） 於「香川」 
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   ２０１９年１１月１８日～１９日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１２月１９日～２０日 （第６回） 於「本部会議室」 

 

Ｐ．システム分科会 

   ２０１９年 ６月１８日～１９日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年 ９月２４日～２５日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０１９年１２月１２日～１３日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０２０年 １月２７日～２８日 （第４回） 於「本部会議室」 

 

Ｑ．職員の研修会 

   (1) 全国査定職員研修会 

    ２０１９年１０月２９日～３０日 

              １日目 参加者６７名 於「東京グランドホテル」 

              ２日目 参加者５４名 於「東京モーターショー見学」 

 

   (2) 全国経理担当者研修会 

    ２０２０年２月５日 参加者７０名 於「東京グランドホテル」 

 

   (3) Ｖ-ＣＯＮ本部研修・資格試験 

    ２０１９年 ６月１１日 参加者 ２名 於「本部会議室」 

    ２０１９年 ９月１２日 参加者 １名 於「本部会議室」 

    ２０１９年１２月 ６日 参加者 １名 於「本部会議室」 

    ２０２０年 ３月 ６日 参加者 ２名 於「本部会議室」 

 

   (4) 輸出中古自動車検査員資格研修・試験 

    ２０１９年１０月３１日 参加者 ７名 於「本部会議室」 

 

Ｒ．コンテスト全国大会関連 

   第９回中古自動車査定士技能コンテスト全国大会正副委員長会議 

    ２０１９年 ５月２４日   参加者 支所５名/本部７名 於「本部会議室」 

 

Ｓ．その他 

   第５４期に作成した主な出版物 

      『査定ガイド』      （２０１９年版） 


